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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 コレステロール対策 

機能性関与成分名 松樹皮由来プロシアニジン B1及び B3 

表示しようとする機

能性 

本品には、松樹皮由来プロシアニジン B1及び B3が含まれま

す。松樹皮由来プロシアニジン B1及び B3には、悪玉(LDL)

コレステロールを下げる機能が報告されています。 

 

２．作用機序 

松樹皮抽出物を高コレステロール食とともにラットに摂取させ、血漿中総コレステロ

ール、肝臓中コレステロール、糞中コレステロール、総胆汁酸を評価した試験において、

松樹皮抽出物の摂取により胆汁酸やコレステロールの体外への排泄が促進されること

が確認されている 1)。糞中への胆汁酸が排泄促進されると、肝臓においてコレステロー

ルから胆汁酸への異化が促進され、血中コレステロールが低下する事が報告されている

2, 3)。 

松樹皮抽出物の 2量体成分の主体はプロシアニジンB1及びB3であることが知られ

ており 4)、松樹皮抽出物に含まれるオリゴメリックプロシアニジンを分画して摂取させ

た動物試験において、2 量体画分のみが血漿 LDL コレステロールを低減させたことか

ら（未発表データ①）、コレステロール低下作用にはプロシアニジン B1及び B3が関与

すると考えられる。 

また、Yasudaらは、プロシアニジン 2量体であるプロシアニジン B2及びプロシア

ニジン B5は、コレステロールのミセルへの溶解性を低下させる結果、糞中へのコレス

テロール及び胆汁酸排泄を促進することを報告している 5)。そのため、プロシアニジン

B1 及び B3 がコレステロールの胆汁酸ミセルへの溶解性低下に及ぼす影響を評価した

結果、プロシアニジン B1及び B3はいずれもコレステロールのミセルへの溶解性を低

下させることが確認され、かつその活性は同等であった（未発表データ②）。 

以上のことから、松樹皮抽出物由来のプロシアニジンB1及びプロシアニジンB3は、

コレステロールのミセルへの溶解性を低下させ、胆汁酸やコレステロールの体外への排

泄を促進することで、コレステロール低下作用を発揮すると考えられる。 
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